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政策調整会議の概要 

開催日 平成 24年 2月 9日（木） 

 

◎項  目 

１ 来年度の「対話と実行」座談会の実施について【総務部】 

２ ４月の広報計画について【総務部】 

３ 各部局等の主要な取り組みについて【各部局等】 

４ その他 

 

◎内  容 

１ 来年度の「対話と実行」座談会の実施について【総務部】 

総務部から来年度の「対話と実行」座談会の実施について説明を行った。 

【概要】 

平成２４年度は、県民の皆様との「対話と実行」をこれまで以上に踏み込んで行い、県勢浮揚に 

向けた官民協働の県政を一層進めていくという知事の意向から、下記の２本立てとする。 

①新たな「対話と実行」の取り組み 

・市町村の現場５，６箇所を知事が訪問（日帰り又は１泊）して取り組みの視察や地域の方々

との意見交換を行う。 

・平成２４年度から２６年度の３年度間で県内市町村を一巡。 

（年間１２市町村、月２回程度開催） 

・視察地は、①地域アクションプラン、②地域おこし活動、③あったかふれあいセンター 

などの福祉活動、④中山間地域の集落、⑤防災活動、災害時危険地域、⑥インフラ整備の

課題地域などを中心に、地域本部や福祉保健所の意見を踏まえ、市町村中心に選定する。 

②テーマ別座談会 

・これまでの座談会のやり方を分野、テーマを絞った内容にする。 

・県民参加の視点から、事前に県民の皆様にテーマを告知し、インターネット等で募集した

意見を座談会の内容に盛り込むことやインターネット中継などを検討中。 

   ・テーマ別に年間５回程度開催。 

    ・テーマの検討（５つの基本政策を中心）、参加者の人選、会の運営などは主に各部局にお

願いする。 

 

２ ４月の広報計画について【総務部】 

 総務部から４月の広報計画（案）について説明を行った。 

【概要】 

・主な広報内容 

○さんＳＵＮ高知：健康長寿県構想、牧野博士生誕 150周年、リョーマの休日、 

「対話と実行」の姿勢の強化・深化 

○おはようこうち：健康長寿県構想、リョーマの休日、産業振興計画 

○ラジオ番組  ：県立大学改革、産業振興計画、健康長寿県構想、リョーマの休日 

   ○県民ニュース ：健康長寿県構想、リョーマの休日 

 

３ 各部局等の主要な取り組みについて【各部局等】 

総務部がまとめた平成 24年２月の各部局の主要な取り組みについて各部局から説明を行った。 
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４ その他 

（総務部） 

 ・２月４日に臨時四国知事会議を高知県からの提案で開催し、国の出先機関の移管について、四国

経済産業局を対象として、国が新たに法整備を行う特例制度に則った広域連合を前提に進めてい

くことで合意。 

  まずは各県の２月議会において合意事項の趣旨等を説明し、理解を得ていくこととしている。 

   


